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宮入貝の殺貝に関する研究

(2) 枇i唆石友の殺貝効果について

飯山利彦大田秀浄中島進一

山梨県立医学研究所

（昭和 33年 8月20日受領）

緒言

円木住血吸虫の中間宿主宮入貝 Oncomelania noso-

phora Robsonの殺貝には古来幾多の方法が用いられ

て来たが，就中化学薬品によるそれは徹底施行が可能で

あること，一挙に広範囲の殺貝が実施出来る等の特徴を

有すので、最も重視され，数々の変遷を経て現在はPCP-

Na (Sodium pentachlorophenate）が広く使用されて

いる。しかし PCP-Naは薬効の高い反面，農作物，魚

類に対する影響も叉甚大で，年々大きな薬害の発生が認

められている。

中国く中共〉においてはその中間宿生 0.hゅensisの

殺只に当って，殊にクリーク内の，f.(l政保護の必要上，と

れに対して書作用の極めて少い酸性枇酸石灰（註 1）を

使用している（小宮 ：1957，阿部 ：1957)。

日本においては各種農作物宮虫の駆除剤としての枇酸

石灰の量産が行われており，との宮入貝殺貝効果（室内〉

もl況に小宮 ・保阪（1957)等に依って確認されている。

筆者等は殊に之を現地に施用した際の規定量の，叉効

果の最大を期する上に考慮さるべき各種の条件の究明を

目的として室内及び野タ卜試験を行い次の如き成績を得た

ので報告する。

実験方法

使用薬品は日本農薬KKの製造にかかる枇酸石灰（註

2) c商品名“ニホナート”〉て， 県予防課の提供によ

った。

1. 室内試験 ：McMullen法に依った。径15cmの大

型シャーレーに滴紙を 1枚数き，之に水て所定濃度の枇

酸石灰の懸濁液を作り，出来得る限り均等に撒布したO

TOSH田IKO IIJIMA, SHUJO OOT A & SHINICHI 

NAKAJIMA: Studies on molluscicides (2) Mol-

Juscicidal effect of calcium arsenate on Onco例 e-

lanz"a nosoρhora. (Yamanashi Prefectural Medical 

Research Institute, Kofu) 

薬品濃度は 100cm2に刻・し 2.5mg, 5 mg, lOmg, 20mg, 

」Omg,80mgとした。次いて，との薬液を浸したシャー

レーの中央部に宮入貝20匹宛を放ち， 3' 6' 12, 24, 

48時間の 5段附の時間作用せしめた。作用後貝を充牙水

洗し新らしいシャーレー内て飼育，第 l，第2，第 4'

第 7円後に夫々20ケ宛を圧潰し生死の判定を行った。実

験期間は 5月24日より 6月1日迄て，実験期間中の室温

は19～28°Cて，薬剤l作用中の室温は19～22°Cであった。

2. 野外試験 ：一方室内試験と併行し， 5月9日より

6月20日の間野外試験を行った。試験地の選定に当つて

は，殊に土質に関心を払い，夫々土質の異る次の 3ケ所

を選定した。

韮崎市屯岡町馬Jr4地区，壌土地（但し表層約20cmの

み，以下深層は砂土〉

中巨摩郡八四村上高砂地内，砂壌土地

中巨摩郡若草村上河原地内，砂土地

各試験地共夫々 5m2宛10地区を区分し， lm2当り 1,

2, 4, 8, l(j gの薬品を撒布した。第1～第 5地区に

は小型撒粉器（手動〉を以て粉末を，第 6～第10地区に

は如露を以て懸濁液を撒布した。懸濁液は夫々の薬品を

71'約10lて調製した。

効果判定は薬品撒布後第4日，第8日，第14日，第 1

ヶ月の 4回行った。各地区共 1平方沢内の宮入貝全部を

採取し水洗後只を圧潰し生死を鑑別した。但し員の少き

に失した時は採取範囲を拡大した。叉，薬品撒布前に同

様 l平方沢内の貝の死滅率を検し之を対照とした。
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実験成績

1. 室内試験

試験成績は第1表に示すとおりである。

（註1) 酸性枇酸石灰： CaHAs04

（註2) 枇酸石灰：塩基性枇酸石灰〔Ca(OH)2 3 

Ca3 (As04)2〕中性硫酸石灰 〔Ca3(As04)2〕（全枇素

40%以上， 7J＜：溶性枇素 2%以下．
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枇酸石灰に依る宮入貝殺貝成績（室内試験）
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の濃度て 100%の死滅がみられた。

c 5) 48時間作用の場合 ：各種濃度共極めて効果的で

あって，水洗後1日放置で lOmg/100cm2から，20mg

100 cm2て 100%, 2日放置で 5mg/100 cm2から，文

4日放置では 5mg/100 cm2て95%, lOmg/100 cm2以

上すべて死滅した。更に水洗後7日放置した場合は 2.5-

mg/100 cm2の濃度て85%の死滅が認められ，5mg/100 

cm2以上の波度ては 100%死滅した。

以上の如き成績より算出された LDsoは第2表に掲げ

るとおりである。

枇酸石灰の作用時間 と LDso第 2表

48時間

6.18 
mg 

24時間12時間6時間3時間作用時間

12.96 
mg 

12.81 
mg 

14.55 
mg 

LDso 20.55 
(mg/100 cm2) mg 

(1) 3時間作用お場令 ：水洗後 1日放置では殆ど効

果じ：認められない。 2日放置で漸く効果が発現し， 40

mg/100 cm2て、70%の死滅が認められ，4日放置てιOmg/

100cm2の緯度て 100°6の死滅が認められた。 7日放置

では効果柿めて高 く，lOmg/100cm2以上の濃度ては貝

はすべて死滅したσ

c 2) 6 r時間作用の場合 ：(1）と殆ど同様の成績で

水洗後1口放置では効果は認められず，4日放置で 20

mg/100 cm2以上， 7日放置 lOmg/100cm2の濃度て高

い死滅が認められた。

c 3) 12時間作用の場合 ：水洗後1日放置では未だ効

果の発現は左程顕者てないが，2日放置すると 20mg/100

cm2以上て， 4日放置ではlOmg/100cm2以上て，叉 7

日放置で 5mg/100 cm2以上て高い効果が発現した。

c 4) 24時間作用の場合 ：水洗後1日て既に相当 （20

mg/100 cm2 70°-6）の効果が認められ， 2日放置で 10

mg/100 cm2以上， 叉 7日放置では lOmg/100cm2以上
〔註〕生死鑑別は薬品作用後 4日間飼育の後に行った白

( 58 ) 
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・2. 野外試験

試験成績は第3表に示すとおりである。

'(1）韮崎市屯岡町における試験成績 ：他の 2試験地

k比し最も効果的な成績を収めた。薬品j散布後第4日に

既薬効は発現するが，効果は低く且発効にむらがある。

最低は第1区（lg/m2粉末〉の 0%，最高第8区（4g/m2

液〉の90%，平均32%であった。第8日は効果も均等化

し且徐々に上昇する。最低は第1区の20%，最高は第

9' 10区（8g/m2,16g/m2液〉の88%， 平均 75%であっ

た。第14日には更に効果も上昇し各区間の差も均一化す

る。 E!IJ：；最低は第2区の53%，最高は第10区の93%，平

均83%であった。更に第1ヶ月に到ると効果は最大に達

し級間差（地区差〉も薬品撒布宜に応じた差が生ずる。

即ち最低第2区の79%，最高 8～10区（夫々 し 8, 

16g/m2液〉の 100%，平均93°-6であった。

(2）八田村上高砂に於ける成約 ：；最も成績が悪く最

後まで見るべき効果は発現しなかった。

薬品撒布後第4日最低第5区（l6g/m2粉〉の 8%，最

高第9区（ 8 g/m2液〉の48%, 平均28°-6，第 8日最低

第 1区（ 1 g/m2粉） 11%，最高第8区（ 4g/m2液〉の

71%，平均』3%，第1』日最低第9医（ 8 g/m2液〉の14

%，最高第1区の 100%，平均』6%，叉第1ヶ月最低第

3区（ 4 g/m2粉〉の 8%，最高第8区（ 4 g/m2液〉の

'77%，平均41%であった。

c 3) ＂）＿｛草村上河原に於ける成績 ：薬品撒布後第4日

の最低は第2区（ 2 g/m2粉〉の 8%，最高は第5区

(l6g/m2粉〉の92%，平均55%で薬効の発現は他の 2

試験地に比し梢早いが，地区聞に群がある。第8日の最

低は第3地区（ 4 g/m2粉〉の12%, 最高は第6，第10

区（ 1 g/m2 16g/m2液〉の 100%，平均62%であったo

第14日，最低第7区（ 2 g/m2液〉の27%，最高中 8' 10 

区の 100%，平均72%，叉第1ヶ月においては最低第1

区（ 1 g/m2粉〉の 21%，最高 6第区の88%，平均60%

の設貝効果が認められた。

考察

1. 室内試験

小宮 ・保阪（1957）の酸性枇酸石灰に依る宮入貝試験

（室内〉に依れば，作用時間48時間〈室温28～32°0）に

おいて LDsoは 3.5mg/100cm2であり，筆者等のそれ

は48時間（室温19～28°0）において 6.18mg/100cm2て

あった。一見酸性枇酸石灰の方が効率の高いかの如くで

あるが，実験中の温度，得られた素資料（両者共 20mg/

ユ00cm2 48時間作用て 100%死滅〉等より勘案してみれ

( 60 ) 
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ば両者に左程の懸I~＼~があるとは考えられない。従って枇

酸石灰も叉効果の点よりすれば宮入貝殺貝価値があるも

のと思考される。

次に興味ある事実は， LDsoにおいて，3時間作用の

場合 20.55mg/100cmヘ 6時間作用の場合 14.55mg/

100 cm2, 12時間作用て 12.8lmg/100cm2てあるが，24

時間作用の場合 12.96mg/100cm2と効率は12時間作用

の場合に比し全く上昇しない。然るに48時間作用させた

場合は効率は6.18mg/100cm2と再び急昇する。小宮 ・

保阪 (1957）も酸性枇酸石灰においてとれに類似した傾

向を認めている。この原因が奈辺にあるかは更に実験を

行って解明すべき事柄てあるが，従来用いられた殺貝剤

には見られなかった現象てある。

叉，枇酸石灰の特徴として，薬効は PCP-Naに比し

利遅効的てあるよう着取される反面，時間的終過が進む

に伴い薬効が著しく明大する傾向が認められるる。即ち

48時間作用の場合7日間飼育後の生死鑑別において 2.5

mg/100 cm2て、85%, 5 mg/100 cm2以上の濃度て、は 100

%の死滅が認められた。これを按ずるに，枇酸石灰は喫

食毒てあり，宮入貝は炭取した枇素て中毒死することは

疑なきととて，而も枇素は体内に蓄積される特質を有す

るのでこの如き成結を表わすものと考えられる。兎もあ

れ，との現象は実際殺只を行うに当って考慮されるべき

条件である（後述〉。

2. 野外試験

野外試験において最も良好な成績の1~ られたのは韮崎

市竜岡町の試験地に於いてであり ，最も成績の不良であ

ったのは八田村の試験地て、あった。 1泊者にあっては殺貝

実験後第8日にして平均75%，第14日平J-';:;83%，第 1ヶ

月93%の死滅率が認められた。叉各地区毎に検；討する

に，粉末を以て撒布した 1～ 5区て 2mg/m2以下の撒布

量の地区 (1, 2）と 4mg/m2以上の撒布虫の地区 c3 

～5）の間にその死滅率に有意差が認められる。ヌ懸濁

液として撒布した 6～10区ては第8日目迄は薬効の変動

が大てあるが，第14日より効果は上昇し第1ヶ月におい

て何れの地区も DO%以上の死滅が認められた。殊に 1

g/m2撒布の第6区の第1ヶ月の死滅率が96°6に達した

のは注目に価する。叉，竜岡町試験地にあっては粉末と

懸濁液の撒布方法て両者の効果に有意の差を以て優劣が

認められた。

市岡試験地は笠無川支流に沿った平担地て，前述せる

如く深層は砂土て表層は壌土質である。短小な雑草が密

生しており試験地として最適の条件を具備している。乙
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の様な条件の下にあっては 枇酸石灰は lm2に対し 4～

8 c平均 6) gをもって規定量とすることが出来る。前

述せる如く，整地に対し撒布するに当つては，僅少に失

する場合と難，薬剤の散逸しない限りにおいては相当の

薬効が期待出来よう。

八田村試験地は水田に挟まれた溝渠である。対照の死

滅率の高いのは本年 4月 PCP-Nafこ依る殺貝の影響で

ある。薬品撒布第1ヶ月に到る開成績は極めて悪く対！！日

有志の差は認められなかった。叉薬品撒布呈と効果の関

係も対応は全〈認められない。との試験地は両壁に約50

cmの雑草が繁茂し且内面には枯草が堆積とており之に

加えて地下水位が高く ，降両と共に相当量の水（10～15

cm）が法透して来た。との様な条件の地形にあっては枇

酸石灰は撒布量を増大しでも効果は期待出来ない。

若草村においては中位の成績を得た。 地形も叉水旧の

畦畔て，片側が“土手”となり約30cmの雑草が生えて

いた。立地条件はおすむね竜岡町と八田村の両試験地の

中聞に位する。尚少しく之を見るに，第 1ヶ月の成績が

第l』日のそれに比し梢低下することが看取される。けだ

し，地形不整の故にに生存宮入貝が永く薬剤の作用を免

れ得たものと推測される。 第 2に4g/m2以上の撒布地

区と，それ以下の地区て殺貝効果に優劣が認められる。

而して， 4 g/m2以上の撒布が行われた地区に於いては

確実に殺貝の効果が収められている。第3に当試験地に

おいて撒布形態（粉末か，懸濁液か〉に依る殺貝効果に

有なの差は認められなかった。

結論

以上により筆者等は枇酸石灰に依る宮入員殺貝試験よ

り次の如く結論する。

1. 本剤に依り宮入員殺貝事業を実施するに当って，

使用薬品量は 4～ 8g/m2とし， Gg/m2を以って規定量

とすべきである。

2. 撒布型態は粉末，懸濁液の何れも効果が期待出来

る。然し乍ら尚懸濁液を以って，より着実な効果が収め

得．る。

3. 不整地 （殊に雑草の繁茂，堆積物の累積〉に撒布

した場合薬効は極めて低い。或は殆ど期待出来ない。

4. 撒布後の通水は10～14日間禁忌さるべきである。

薬効は通水に依り著しく低下する。

5. 薬効は薬品撒布後第14日或はそれ以後（撒布後第

6r 

1ヶ月迄〉に判定すべきである。

6. 本論と別に次の諸点に特に留なすべきてある。

( 1)撒布地域の雑草を家畜に摂食せしめぬこと（薬

品残存試験は別途之を行う予定である〉。

(2）事業実施者には木月jを摂取せしめぬ様厳重な措

置を陪ぜしむること。

摺筆に当り原稿の校閲 と有益な御批判を賜った国立予ー

防衛生研究所寄生虫部長小宮義孝博士に深甚の謝意を表．

する。

本論文の要旨は昭和 33年第 四 回日本寄生虫学会東日切

本支部大会において発表し？とD

文献

1）中晴人民共和国衛生部（1956）：血吸虫予防手冊，

単行版，4(48). -2）小宮義孝 ・帯栄灼 ・徐国清 ・・

挑七春 ・孫慶棋（1957): Oncomelaniaの食性に関

する一新検査法と 0.hゆensゐの食性に関するこ三

の知見 （Oncomelaniaの食性に関する研究 I）.日

本生態学雑誌，7( 1 ) ' 18-22. -3）小宮義孝 ・粛

栄灼 ・徐国清 ・挑土春 ・孫慶棋（1957): PCP-Naと

酸性枇酸石灰の殺貝効果について， 臨床消化株学，

5 ( 3)' 155-158. -4）小宮義孝 ・保阪幸男（1957）と

ミヤイリ ガイの研究（ 2），殺貝剤としての酸性枇酸

石灰，第 17回日本寄生虫学会東日本支部大会記事，

9-10. -5）小宮義孝 （1957）：中共の住血吸虫病防

泊対策に対する意見書，日本医事新報， 1711,45-47. 

-6）岡部浩洋（1957）：中国に於ける日本住血吸虫

病の現況，久留米医学会雑誌、，20( 4 ) ' 549-555. -

7）蘇徳隆（1954）：化学滅螺在予防血吸虫病上的地

位，中政衛生雄詑，2,91-94. 

Summary 

Results of molluscicide by calcium rasenate for-
Oncomnlania nosoρhara were as follows : 
l; The e妊ective amount of calcium arsenate 

for 0. nosoJうharawas 4-8 gms/m2, and its the 
standard amount for practical use was determined 
as six graロisper m2. 
2. This compound is practically applicable either 
in form of powder or solution, but in the latter 
form it appears to be rather more e旺ective.
3. In areas thickly covered with weeds and 

with piled brocks its application should be avoided, 
because in these areas the compound was proved 
to have lower effects 
4. Watering the ditches should be avoided for 
10-14 days after the application of the compounds. 
5. The determination of the e旺ectof the che-
micals to snails should be carried out in practice. 
at least 14 days after its distributions. 
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